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RapidMinerでメールの送信
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はじめに

はじめに

この資料では、RapidMinerでメールを送信する⽅法について記載しています。
RapidMiner StudioとAI Hubの両⽅の⽅法を説明しているので、RapidMiner
でメールを送信したい場合は、ご参考になりましたら幸いです。

資料の終わりには簡単な参考例も載せています。
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メール接続の作成

メール接続の作成

まず、メール接続を作成します。
リポジトリのConnectionsを右クリックし、Create Connectionを選択します。
Connection TypeにEmailを選択し、Connection Nameに接続名を⼊⼒します。
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メール接続の作成

SMTPの詳細の⼊⼒

ここでは、例でGmailを使⽤してメールを送信します。
以下のようにダイアログに⼊⼒し、Test connectionで接続をテストします。

• Sender - %{smtp.user}
• SMTP server - smtp.gmail.com
• SMTP port - 465 

(TLSを使⽤するため)
• User name - <Gmail username>
• Password - <Gmail password>
• Security - TLS
• Authentication - Auto

参考 : https://support.rapidminer.jp/rapidminer-studio/9.7/connect/email/

https://support.rapidminer.jp/rapidminer-studio/9.7/connect/email/
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メール接続の作成

エラーが出る場合

接続テストが失敗する場合は、エラー内容を確認してください。
Gmailの場合は、RapidMinerが「⾮Googleアプリ」であるため、認証に失敗
しますが、以下のアクションのいずれかによって解決できます。

• ⼆段階認証を使⽤してサインインする場合、App Passwordsを使⽤して
サインインします。

• ⼆段階認証を使⽤せずにサインインする場合、安全性の低いアプリへの
アクセスを許可します。

参考 : https://support.rapidminer.jp/rapidminer-studio/9.7/connect/email/

https://support.google.com/accounts/answer/185833
https://support.google.com/accounts/answer/185833
https://support.rapidminer.jp/rapidminer-studio/9.7/connect/email/
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メール接続の作成

補⾜ : アプリパスワードを使⽤する場合

⼆段階認証を使⽤していて接続テストが失敗する場合は、
アプリパスワードを設定することで解決できます。
Googleアカウントに移動し、セキュリティ > アプリパスワード を選択します。

参考 : https://support.google.com/accounts/answer/185833

https://support.google.com/accounts/answer/185833
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メール接続の作成

補⾜ : アプリパスワードを使⽤する場合

「その他」を選択し、名前を⼊⼒して「⽣成」をクリックします。
⻩⾊の部分に表⽰されているものを、接続のパスワードに使⽤します。

参考 : https://support.google.com/accounts/answer/185833

https://support.google.com/accounts/answer/185833
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メール接続の作成

補⾜ : アプリパスワードを使⽤する場合

接続のPasswordにコピーして、Test Connectionをクリックします。
Test successfulと表⽰されればOKです。

参考 : https://support.google.com/accounts/answer/185833

https://support.google.com/accounts/answer/185833
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RapidMiner Studioでメール送信

メール送信のテスト

メール接続を作成できれば、実際にメールを送信できるかテストします。
ここでは、Send Mailオペレータのチュートリアルを⽤いています。

1. 先ほど作成したメール接続をSend Mailに繋ぎます。
2. “to”に送信先のメールアドレスを⼊⼒します。
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RapidMiner Studioでメール送信

メール送信のテスト

指定したメールアドレスに、以下のメールが届いていればOKです。
届いていない場合は、メールアドレスが有効か、迷惑メールに振り分け
られていないか等確認してください。
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RapidMiner AI Hubでメール送信

メール接続のコピー

ここからは、RapidMiner AI Hubでメールを送信する場合についてです。
RapidMiner Studioで作成したメール接続をRapidMiner AI Hubの
Connectionsにコピーします。
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RapidMiner AI Hubでメール送信

メール送信のテスト

ブラウザでAI Hubにログインします。
家のアイコンをクリックし、Connectionsに⼊って接続を選択します。
Test Connectionをクリックし、接続をテストします。
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RapidMiner AI Hubでメール送信

メール送信のテスト

AI Hubからメールを送れるかテストします。
(“Run Process on AI Hub”などでAI Hub上でプロセスを実⾏してください。)
このとき、メール接続がAI Hub上にあるものを指しているか確認してください。
※Studio上にあるものを指しているままだとエラーが出ます。
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RapidMiner AI Hubでメール送信

メール送信のテスト

指定したメールアドレスに、以下のメールが届いていればOKです。
届いていない場合は、メールアドレスが有効か、迷惑メールに振り分けら
れていないか等確認してください。
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メール送信の活⽤例

活⽤例 Handle Exception

RapidMinerからメールを送信できるようになれば、
Send Mailオペレータを使⽤して実際にプロセスを作成してみます。

ここでは、以下の場⾯を想定しています。
• あるプロセスを定期的に実⾏している
• 処理が失敗したらメールを送信してほしい
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メール送信の活⽤例

活⽤例 Handle Exception

処理の途中で失敗してもプロセスの実⾏を続けたい場合は、
Handle Exceptionオペレータが便利です。

通常なら実⾏の途中でエラーが出て⽌まってしまう場合でも、
別の処理を進めることができます。
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メール送信の活⽤例

活⽤例 Handle Exception

構造はシンプルで、Handle Exception内部の
Try側でエラーが発⽣した場合、Catch側に処理が進みます。

Try側に実⾏したい処理を起き、Catch側にSend Mailオペレータを置きます。
(Try側でエラーが発⽣したときにメールを送信してくれる、という流れです。)
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メール送信の活⽤例

活⽤例 Handle Exception

また、送信されるメールにはできる限り失敗の原因を載せておきたいので、
Handle Exceptionのexception macroを設定しておきます。
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メール送信の活⽤例

活⽤例 Handle Exception

Send Mailオペレータで送信するメールの内容を記載します。
マクロを⽤いて、プロセスの場所や名前、エラー内容などが表⽰されるよ
うにします。
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メール送信の活⽤例

活⽤例 Handle Exception

実際にプロセスを試すと、Try側でエラーが発⽣した場合は以下のメールが
届きます。


